[Reference Material] Die Entwicklung des ADV-Leistungs-potentials und seine Nutzung in Wirtschaft und Verwaltung by 中辻 卯一 & Nakatsuji Uichi
[資料] ADV（自動データ処理）能力の開発と経済と
管理における利用 : パウル・シュミッツの研究
その他のタイトル [Reference Material] Die Entwicklung des
ADV-Leistungs-potentials und seine Nutzung in
Wirtschaft und Verwaltung
著者 中辻 卯一
雑誌名 關西大學商學論集
巻 34
号 6
ページ 928-942
発行年 1990-02-25
URL http://hdl.handle.net/10112/00020496
80(928) 関西大学商学論集第34巻第6号 (1990年2月）
［資料l
ADV（自動デーク処理）能力の
*l 
開発と経済と管理における利用
*2 
ーパウル・シュミッツの研究—
中辻卯一
以下の資料は， ドイツにおける ADV（自動デーク処理）能力とその利用
面（経済・管理における）の動向を知るための文献の紹介である。結論的に
は，アメリカをはじめわが国における傾向と大差のないものであることが示
される。
A 序論
「経営上のデークおよび情報処理の質問に関しての要求が増大するのに対
して，それを克服するには大抵の場合，最新の情報テクノロジーを利用する
しかない。これに関しては，文書処理・通信テクノロジーの分野における比
較的新しい開発の他に， 自動デーク処理システム (ADVー システム）また
はコンピューク支授情報システム（CIS)の実行が， これまでと同様決定的
(1) 
に重要になってくる。」
*1 Erwin Groi:hla教授の還歴記念論文集編者 ErichFrese, Paul Schmitz, 
Norbert Szyperski 「Organisation,Planung, Informationssysteme」(C.E.
Poeschel Verlag Stuttgart)の第15章
*2 ケルン大学教授 PaulSchmitz博士
(1) Grochla (Gestaltung) 125ff. 
ADV（自動デー ク処理）能力の開発と経済と管理における利用（中辻） （929)81 
その場合， ADVシステムの利用形態と効率は， ADV能力の開発水準と
ADVの利用範囲に大いに関係する。
一方では ADVの分野の能力供給の発達を，他方では ADVの主な利用
を考察してみると，確かに，最近になってかなりの変化が生じてきた。
このような変化は供給面では基本的には下記に関わることである。
0テクノロジー開発とそれへの依存性
0ハードウェアのコスト
0システム設計
0供給市場
利用面ではこのような変化は以下のようなものに関わる。
0利用範囲がはっきりしてきたこと
0複合の程度と課題範囲間の統合
0開発要員に対する要求
0利用のための ADVの目標
0利用形態
その他に， ADV能力供給と ADV利用が作用し合う方向もかなり変わっ
てきた。
上記のような変化が生じた時機を綿密に定めることは勿論出来ず，このよ
うな変化はむしろ， 数十年かけて生じてきたし， 現在も生じているのであ
る。供給面については，状況が変化したのは1970年代前半で，利用面は1970
年代後半になって発展してきた。したがって，下記で「過去」という言葉が
出てきたらそのように解釈して欲しい。
B 開発の歴史
まず最初に供給面の歴史を考察する。
ハードウェアの分野における技術開発は個々の構成要素に時々急激な革新
があったが，過去には総じて連続して行われてきた。このハードウェアの構
成要素とは，すなわちプロセッサ，中央記憶装置，周辺記憶装置，入出力装
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置，そして情報伝達システムである。
＊ 
この開発の特性は，なかんずく性能，エネルギー需要，空間需要である。
(2) 
ゴードシャイダーとツェマルクは電力的構成要素についてのこのような証
言を数量で表わした。 20年毎に該当する構成要素は多数の特性に関してそれ
ぞれ108倍改良された。相応する特性の例としてあげられるのは，例えば1
秒間で行われる演算数によって測られるプロセッサの性能，そして例えば論
理素子の価格によって測られるコストである。
過去では，このような開発は機械部分（例えば紙印刷装置ープリンクー）
にではなく，基本的には電子的構成要素に関わることであった。機械的構成
要素の分野では開発のスピードははるかに遅かった。例えば1960年頃のライ
ンプリンクーは 1時間約36,000行の印字ができ， 1960年代半ば以降は 1時間
あたり約80,000から 100,000行の印刷能力が最大能力として利用された。こ
こでは本質的にスピードのあるレーザープリンターは過去ではなく璃在に区
分される。
ADVの種々の構成要素の開発に関しては多くの予想がなされている。シ
ュタールネヒトはこれらの予想を分析し，それらの間に相当の遣いがあるこ
(3) 
とを確認した。種々の予想にはこのように弱点があるにもかかわらず，過去
にはそれらが傾向として確認されてきたこと；そして多くの構成要素には将
来まだ相当の開発が予想されると思われる。
上記のように，過去の技術開発は基本的に連続的発達を特徴としてきた。
個々の構成要素における急激な革新は時々しかなかった。過去におけるその
ような急激な革新の例がトランジスタ技術の導入とランダムアクセス付きの
大容量記憶装置の導入である。
，，，ヽードウェア・コストは技術開発と開連して基本的にやはり増加し続けて
＊エネルギー需要とは電力等の使用量の効率化，空間需要とは構成装置等の縮少化
を意味すると思われる。
(2) V gl. hierzu Goldscheider und Zemark (Computer) 157ff. 
(3) V gl.Stalknecht (Prognosen) 133ff. 
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きた。 （論理回路と記憶素子の）基本要素の分野については， やはりゴード
シャイダーとツェマルクの法則を引用できる：構成要素のコストは20年間で
約103減少した。これらの事実と性能の開発から価格から性能への状況発達
については， 20年間で約106倍の改良があったことになる。
ハードウェア・コストについて言うと，少なくとも過去に関してはグロッ
(4) 
シュの法則も参照すべきである；この法則によると性能ユニットのためのコ
ストは充分に比例せずに推移する。すなわち具体的に言うと；性能の倍加は
二倍の価格よりずっと達成しにくい。
同様にテクノロジーの開発との関連で，過去にはハードウェアの設計が形
成された。
常に専用計算機が使用されてきたプロセス制御デーク処理は別にして，一
般的利用の範囲では専用計算機から汎用計算機への傾向が生じた。
その他に過去においてハードウェアの設計の基礎になったのは，フォン・
(5) 
ノイマンのコンセプトであった：計算機の中央ユニットは三つの構成要素，
すなわち制御装置，演算装置，中央記憶装置から成りたっている。中央記憶
装置にはデークの他にコード化されたプログラム命令も含まれており，これ
らはここから一次々と一解読されるために制御装置へと転送される。そ
れに伴う特殊な作業方法は相当な溢路であり，その上デーク処理における全
体的形成プロセス，特に解釈アルゴリズムの定義を作り出した。
供給市場もやはりテクノロジー開発に依存して発達した：ハードウェアの
ために必要な投資コストが非常に高額なため，市場で自分の意見を主張でき
た供給者はほんのわずかであった。
1950年代の初め， ADVの分野では確かに10社以下の供給者しか活動して
(4) Vgl. hierzu Grosh (Landscape) 83ff. 
「グロシュの法則」は「コンビュークの他力が価格の二乗に比例する」という
もの。しかし硯在では， LSI技雀の進歩により，もはや，この法則は通用しなく
なってしまっている。
(5) Vgl. V. Neumann (Theory) 
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いなかった。 1950年代半ば以降この数字はかなり増加したが， 1960年代中頃
には再びはっきり減少した：この分野における開発コストが高いため，多く
の供給者が断念せねばならなかった。
最後に供給スペクトルと供給サイクルをテクノロジー開発との関係で考察
すると，次のことが確駆できる。
0全てのメーカーが市場リーダーに合わせた。
o 5~8年おきに新しいシステムが市場に出回った；新システムはそれま
でに達成された開発をまとめたものであった。
他方経済と管理における利用を過去におけるありのまま記述してみよう。
経済と管理で ADVが主に利用されたのは， この時代はオペレーション
レベルと簡単な処理問題の分野であった。
ADVに関するオペレーションレベルの問題の特徴は次の通りである：大
量のデークを処理しなければならない（入力， 出力の他に記憶）， デークセ
ット毎に実施すぺきオペレーションの数は少しである。処理は周期的に行わ
れる（毎日，毎週，毎月）， そして例外はわずかしかない。 この分野の問題
のための ADV利用がめざすのは， オペレーションレベルのデーク処理の
合理化である。
処理レベルの課題のための ADV 利用の目標は一~オペレーションレペ
ルにおけるように—ーデーク処理プロセス自休のコスト低減ではなく，短期
的決断の改良に基づく現実的かつ名目的な経営プロセスにおけるコスト低減
(6) 
である。
ADV利用のためのプログラム開発における初期の目標は，過去は開発シ
ステム，特にプログラムの経済性であった；従って目標設定はプロセッサ処
理の時間があまり集中的ではなく，記憶装置の場所ができる限り集中しない
(6) Vgl. Grochla (Informationssysteme) 142ff. 
これらの関連の基礎的描写とそれに関する学問的考察についての詳細は上記(6)
を参照のこと。
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ようなプログラムを作成することであった。
この目標設定の理由は装置のコストが非常に高いことであった：これらを
出来るだけフル回転させる必要があった。
利用形態の特徴は目標設定および供給側の所与にもとづき ADVの集中
化，すなわち装置の集中化およぴ利用分野における開発の集中化であった。
過去の利用形態の特徴にはその他にバッチ処理の実施強化があった。
過去における利用方向は基本的に供給側から利用者側に向かっており，逆
に供給分野の開発に対して利用がおよぼす影響はほんのわずかでしかなかっ
供給側
図1：過去における情報テクノロジーの開発と経済と管理に
おける利用開発
技術開発；
連続的
場合によっては急激な革新
ハー ドウェアコスト：
連続的
グロッシュの法則
設計：
汎用計算機
フォン・ノイマンのコンセプト
供給者市場：
少ない供給者
供給サイクル：
6~8年毎のサイクル
経済・管理における利用
主な利用：
オペレーション レベル
筒単な処理問題
•ADVの初期の目的：
ADVの経済性
利用形態：
集中化
バッチ
86(934) 第 34巻第 6 号
た。
図1はこのような過去の関連を示すものである。
c 現在および将来の開発の傾向
現在および将来の開発について記述するためにまず初めにやはり供給側
を，とりわけハードウェア部門を考察する。
ハードウェア部門の技術開発の現在の特徴は個々の構成要素の連続的開発
の他に，急激な革新が非常に頻繁に見られることである。
開発の特性はこれまで通り，例えば個々の構成要素の性能，エネルギー需
要，空間需要等である。
連続開発に関しては，この場合もやはり仮定してもよいと思われるが，開
発速度は過去のゴードシャイダーとツェマルクの比例数に似たそれによって
説明できる。この場合は勿論物理的性能の限界は見極めがつくこと，従って
将来のいつかは発達に終わりがくることに注意しなければならない。
現在記録されている急激な革新の例：プロセッサと記憶装置のための集積
技術（大規模集積回路，超大規模集積回路）， 磁気バルブメモリ， カセット
メモリ等がある。その他の新しいメモリコンセプトも加わった：連想記憶装
置（今では大量生産が可能になっている）， 集積システムとしてのマイクロ
プロセッサー；入力出力の分野では例えば音声入力とレーザープリンター；
データ通信技術に関しては：サテライト通信， グラスファイバー技術であ
る。
ハードウェアのコストについては技術開発の結果として，またハードウェ
アが大量生産にはいったという事実があるため，相当の価格低下が確認され
る。
(7) 
同時にグロッシェの法則が疑問視されるようになる。より綿密に分析する
と，該当システムがその効果の程度に応じて充分利用される限りでは，この
(7) V gl. hierzu u. a. Boot (Dilemma) 4ff. sowie Emery (Computer Systems) 
124ff. 
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法則は確かにこれまで通りに有効である。これは特にシステムが最適利用の
ためにさまざまな課題設定に対してさまざまな適性に応じて利用されるべき
(8) 
であることを意味する。
ハードウェア部門におけるこのような価格低下に対してシステム周辺のソ
フトウェアについては相当のコスト上昇が確駆される。
過去のハードウェア設計の特徴は専用計算機から汎用計算機へむかう傾向
であったが， 硯在では再び逆に， 開発は明らかに専用計算機へむかってい
る。ハードウェア部門のコスト低下からするとこれは考えられることであ
る。 その他に性能をさらに上昇させるために， このような開発は必要であ
る。すなわち物理的性能に限界が見えるため，性能をさらに上昇させるには
本質的に相応する構成上の手段によるしかない。最新の計算機のコンセプト
とこれまでのフォン・ノイマンのコンセプトとの相遣点は特に構成にある，
つまり厳密な連続順序プロセスから時間的に並行プロセスヘ移っている。
専用計算機開発の例としては：フィールド課題のためのフィールド計算機
（マトリックス処理）， ベクトル計算機， データバンクプロセッサー等があ
る。その他に文書処理システムと情報交換システムも専用計算機と言っても
よいだろう。
供給者市場においても変化が目立つ：多くの分野ではハードウェアシステ
ム開発のために，過去のように，高額の投資はもはや不要である；その原因
は，既製のハードウェア部品を非常に安価に購入できることになる（例えば
記憶装置，マイクロプロセッサー， 入出力装置）。 これらの部品はさらに安
価なコストで専用システムに組み込むことができる。
このような状態から生じる結果として，ハードウェア部門の供給者の数は
増え続けている。この内容は過去10年間のディーボルト統計によって裏打ち
(9) 
される。この統計によると1971年1月1日硯在で自動データ処理部門の供給
者は合計18社あり，その際プロセス計算機だけを供給する企業は除外されて
(8) V gl. Scherr (Data processing) 324ff. 
(9) Vgl. Di~bold Deutschland GmbH (Hrsg) (Statistik) 
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いる。 1973年1月1日現在で統計には22の供給者が含まれており， 1979年1
月1日には49社， 1980年1月1日には54社にもなった；統合すると， 10年間
でこの部門の供給者数は 3倍になったことになる。
供給サイクルも技術開発の結果として相当に変化した：メーカーは生活テ
ンボの早さを理由に新製品を待っことができず，予告の間隙がますます短か
くなる。従って供給サイクルという点では全休として過去の革命的発達に比
べて進化が隠められる。
使用者側から見るとこの発達はますます適合性を強いているようである。
以上短く述べたテクノロジ一分野の変化は時間的に使用分野での本質的変
化と共に生じた。
次に経済および管理における利用について考察してみる。
現在の利用開発の特徴はほとんどの利用者によるオペレーションレベルの
仕事が広く ADVによって引き受けられるという事実である。 その他に現
在では新しい領域の問題：構想の分野および戦略分野から生じるより複雑な
問題が進行する。
この分野の問題の特徴はたいていは反復性のない将来に関係した計画およ
ぴ決定の問題である。 この場合 ADVは利用の目的は情報と決定プロセス
(10) 
改善である。
経済およぴ管理の分野における利用の本質的特徴は問題提起の複雑さが増
加していることであり，それは一方では構想と計画上の問題の性質に，他方
では個々の問題の統合性が増していることに根ざしている。
それに加えて自動文書処理と自動情報交換と ADVとの統合があり， こ
(11) 
れは多様な通信関係にもとづきどうしても必要とされ，そして統一的技術計
画にもとづいて有意義に実現され，そして利用者の情報処理における構成と
(12) 
プロセスの構成の必然的修正を必要とする。
(10) Vgl. hierzu vor allem Grochla (Entscheidungssysteme) 219ff. 
(11) V gl. Szyp紅 ki(lnformationssysteme) 72. 
(12) V gl. Schmitz und Szyperkl (Organisatorisches Instrument) 281ff. 
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問題の複雑さが増し，統合された結果当然ながら開発要員に対する要求も
高まってくる：昔（過去）は情報システムを計画しそして実行するシステム
スペッシャリストは，該当する使用分野についておおまかな知識を持ってい
ればよかったが，構想および戦略レベルの問題が複雑になり，問題の統合が
増加した結果，実現したシステムの使用分野の要求に合っていること，また
末端利用者に実際にも受け入れられていることを確認すべき場合は，問題分
(13) 
野について非常に深い知識が求められる。具体的に言うと，経営情報システ
ムの分野については指導的システム開発者は情報工学士としてよりもむしろ
(14) 
経営情報学士としての教育を受けておくべきだろう。
現在では―これは特に将来にもあてはまることであるが一ADV利用
の目的も変わってきた：過去には目的として重視されたのはデーク処理の経
済性であったが，現在は別の問題がクローズアップされている。ハードウェ
アの価格低下によりデータ処理の経済性はもはやそれ程重要ではない。その
代わりに重視されてきたのが次の目的である：
0開発プロセスの経済性
0適応および互換性に関する製品のフレキシビリティ
0データ処理の確実性
0デーク処理作業の透明さ
同様に変化したのが利用形態である：過去はデータ処理の集中化が特徴で
(15) 
あったが，現在では分散化が強まっている。その場合確かに，制御と調整の
機能は中央の施設に委ねる必要がある。
硯在の利用形態の特徴はやはりデータ処理統合の傾向である：例えば計算
(13) 詳細な論証については， Grochlaund Meller (Unternehmung) 124ff. 
(14) Vgl. hierzu Griese, Pape, Schmitz, Seibt und Thome (Hrsg.) (Studien-
fiihrer). 
(15) V gl. im einzelnen Grochla (Dezentralisierungstendenzen) 511£. Sowie Gro-
chla (Dezentralisation) 148ff. 
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(16) 
機システムは機能・負荷および／あるいはデータの集合体に統合される。こ
れと同様に通信集合休，つまりデーク処理以外の任務のための通信用の集合
体も可能になる。
現在の利用形態の最後の特徴はバッチ処理から対話式処理への移行であ
る。
既に述べたよらに，過去は作用方向が第一に供給者側から利用者側へ向か
っていたが，現在の開発は今や利用者側から供給者側への相当の影響が認め
られるという特徴も備えている。それが顕著に見られる例が，供給者側に 2
つの新しい要素が強まっていることである， すなわち ADVシステムの開
発と制御の方法の分野と反復使用可能な利用ソフトウェアの分野である。
ソフトウェア テクノロジーと工学面での要求は変更された設定目標を利
用者側で実現するために必要な方法である，すなわち開発プロセスの経済性
改善，製品のフレキシビリティ，情報システムの確実性と透明さに対する要
求の実硯のためである。この場合効果的方法とコンピュータ支援の器具も多
数存在するにもかかわらず，特に問題定義から検査に至るまで情報システム
の開発プロセスを支援する相互に一致した方法およぴ器具システムが欠けて
いる。さらには開発プロセスの重要な部分的段階のための方法はまだ全くわ
かっていないが，あっても不十分でしかない；特にプログラム システムの
(17) 
重要な複合的監視においてはまだ適当な手段が欠けている。
反復使用可能な利用ソフトウェアに関してはこの分野における供給の著し
い増加を確認できる。利用者はもはや全ての利用システムを自社の人員だけ
で開発できる状態にはないと予想されるので， この増加は必要なことであ
る。
反復使用可能な利用ソフトウェアの分野の供給は ISISカクログにおける
(16) Vgl. Schmitz und Hasenkamp (Rechnerverbundsysteme). 
(17) Vgl. Schmitz. Bons, van Megen und Uhlig (Werkzeuge) 52ff. und 
Schmitz, Bons und van Megen (Program testing) 193ff. sowie Sehmitz, 
van Megen und Bonz (Test case) 209ff. 
ADV（自動データ処理）能力の開発と経済と管理における利用（中辻） （939)91 
(18) 
供給を特徴とする。このカタログは1972年1月1日現在で合計82の供給者と
合計568のプログラムを示している。 1973年1月1日には供給者数は94であ
図2 現在の情報テクノロジー供給と利用開発
供給側 経済・管理における利用
ハードウェア
技術開発：
頻繁な革新
ハードウェアコスト：
価格低下
設計：
専用計算機
フォン・ノイマンのコンセプト？
供給者市場：
多くの供給者
供給サイクル：
短い間隔
進化
ソフトウェア・テクノロジ一
工学面の要求
反復利用可能な
使用ソフトウェア
(18) V gl. Nomina (Hrsg.) (ISIS) 
新しい利用：
処理＋戦略レベル
文書処理
情報通信
高まる複合性
統合
開発要因に対する
要求増大
ADVの目的：
開発の経済性
フレッキシビリティ
確実性
利用形態：
分散化
対話
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ったがプログラムは525位でしかない； 1979年1月1日には供給者数は27辟t
に増加し，この時点で1976のプログラムが供給された。 1980年1月1日現在
ではカクログには357もの供給者と2140のプログラムが含まれている。つま
り全休としてみると10年未満で供給者数は4倍以上になった。供給プログラ
ムの数についても大休同じ増加率があてはまる。
このように変化した状態の現在と将来を図2に示した。
利用者がコンピューク支援の情報システムを効果的な道具に作り上げたい
と考えるならば，このような関係とその結果である必要を意識することがま
すます重要になるだろう。このための可能性は今日およぴ将来も基本的に改
善され続けており，上記の傾向に注意しないと開発失敗の危険はますます大
きくなるだろう。
ドイツにおける傾向も西側先進諸国の発展傾向と同様の方向にあることが
示されるが，ただこの文献の範囲においては，所謂OA,パーソナルコンピ
ューク利用の領域が取りあげられていない。
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